
「
岡
目
一
目
」

　

同
人
誌
「
文
苑
ひ
だ
」
で
、

歌
方
真
澄
さ
ん
が
飛
騨
弁
の

「
コ
ワ
イ
」
の
使
い
方
の
面
白

さ
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
日

常
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
飛
騨

弁
も
、
標
準
語
に
置
き
換
え
て

み
る
と
郷
土
色
な
ど
が
浮
き
出

て
く
る
。
歌
方
さ
ん
は
「
ジ
」

の
人
で
な
い
か
ら
、
余
計
そ
の

面
白
さ
が
分
か
る
よ
う
だ
。「
ア

レ
、
コ
ワ
イ
コ
ッ
チ
ャ
」

　

芥
川
賞
の
「
お
ら
お
ら
で
ひ

と
り
い
ぐ
も
」
も
岩
手
弁
で
書

か
れ
て
い
て
面
白
い
。
あ
れ
が

標
準
語
で
書
か
れ
て
い
た
ら
、

芥
川
賞
は
獲
れ
な
か
っ
た
だ
ろ

う
と
思
う
。
い
や
、
若
竹
千
代

子
さ
ん
と
い
う
面
白
い
東
北
人

の
、
切
な
い
心
情
へ
の
共
感
は

生
ま
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

朝
の
連
続
Ｔ
Ｖ
小
説
「
半
分
、

青
い
。」
の
主
人
公
「
鈴す

ず
め愛
」

の
生
ま
れ
は
岐
阜
県
。
美
濃
弁

と
飛
騨
弁
は
違
う
が
、
同
じ
岐

阜
県
で
う
れ
し
い
。
以
前
の「
さ

く
ら
」
を
思
い
出
す
。

　

日
本
国
は
「
言こ

と
だ
ま霊
の
幸さ

き
わ
うふ
国
」

だ
と
か
。
飛
騨
弁
で
飛
騨
に
幸

を
呼
び
込
み
た
い
。
五
輪
の
カ

ー
リ
ン
グ
の
女
子
チ
ー
ム
は
、

北
見
弁
で
人
気
を
呼
ん
だ
。

「
飛
騨
弁
を
ノ
ー
ナ
ラ
カ
シ
タ

ラ
、
ダ
シ
カ
ン
ゾ
」

「
そ
だ
ね
ー
」

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

第
18
回 

市
民
歴
史
散
歩

「
清
見
・
聖
徳
太
子
祠
堂
他
を
訪
ね
る
」

参
加
者
募
集

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
地
域

の
歴
史
を
再
認
識
す
る
た
め
、
市

内
各
地
の
旧
跡
や
遺
跡
を
巡
る

「
市
民
歴
史
散
歩
」
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
高
山
地
域
・
国
府
・

一
之
宮
・
丹
生
川
・
久
々
野
地
域

な
ど
訪
ね
ま
し
た
。
今
年
は
清
見

地
域
の「
聖
徳
太
子
祠
堂
」や「
三

日
町
白
山
の
モ
ミ
」、
全
国
的
に

も
希
少
な「
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
」

の
生
息
場
所
を
訪
ね
、
そ
の
歴
史

や
生
態
に
つ
い
て
市
文
化
財
課
の

学
芸
員
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
工
程
は
お
よ
そ
三
㎞
で
ほ
ぼ

平
坦
な
コ
ー
ス
で
す
。

［
聖
徳
太
子
祠
堂
］

　
江
戸
末
期
に
飛
騨
国
分
寺
三
重

塔
な
ど
を
建
立
し
た
名
匠
水
間
相

模
三
代
忠
次
郎
の
造
営
に
よ
る
も

の
で
、
も
と
は
牧
ケ
洞
徳
野
の
戸
隠

神
社
社
殿
と
し
て
建
て
ら
れ
た
が
、

明
治
に
な
り
廃
殿
と
な
っ
た
も
の

を
太
子
祠
堂
と
し
て
移
築
し
た
。

［
三
日
町
白
山
の
モ
ミ
］

　
三
日
町
白
山
神
社
境
内
の
モ
ミ

の
大
木
。
こ
れ
だ
け
の
大
木
は
珍

し
く
、
多
く
の
氏
子
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

［
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
］

　
淡
水
産
の
二
枚
貝
で
、
殻
の
内

側
が
青
紫
色
の
真
珠
光
沢
を
持
つ

た
め
、
こ
の
名
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
貝
類
の
中
で
は
最
も
長
生

き
で
一
〇
〇
～
二
〇
〇
年
生
き
る

と
さ
れ
て
お
り
、
氷
河
時
代
の
遺

存
種
と
言
わ
れ
て
い
る
。
生
息
域

は
本
州
北
部
以
北
に
限
ら
れ
、
中

部
・
南
西
部
で
は
絶
滅
寸
前
で
あ

り
、高
山
で
は
清
見
町
の
牧
ケ
洞
、

三
日
町
に
生
息
し
、
保
護
さ
れ
て

い
る
。

◇
日
時　

六
月
十
七
日
（
日
）　

　

午
前
九
時
出
発
～
正
午
（
昼
食

　

後
）
解
散　
　

◇
集
合　

清
見
支
所
駐
車
場

◇
申
込
み
受
付　

文
化
会
館
窓
口

◇
参
加
費　

八
百
円
（
昼
食
弁
当

　

代
、
保
険
料
込
み
）

◇
定
員　

一
〇
〇
名
（
定
員
に
な

　

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
も
参
加
費

　

の
返
金
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

６/17（日）
開催

高山市文化芸術鑑賞事業

○主催　 高山市・（一社）高山市文化協会　
○お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550） mail @takayama-bunka.org

午後2時開演
午後1時30分開場7

平成30年1
こくふ交流センター
さくらホール

〔一般〕3，000円 
〔メセナメイト会員〕2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕 500円

5月12日（土）午前10時～

高山市民文化会館    　　
さくらホール管理事務所　
飛騨市文化交流センター

チケット料金（税込） 全席指定

プレイガイド

チケット発売

日

東京楽所「雅楽-源氏物語」
～光彩を放つ歌舞～

うた まい

源氏物語に描かれた、煌びやかで雅な歌舞をお楽しみください。
きら みやび

午後6時開演/午後5時30分開場
7
平成30年18
高山市民文化会館
大ホール

〔一般〕
S席7，000円/A席5，000円 

〔メセナメイト会員〕
S席6，500円/A席4，500円 

〔ジュニア（18才以下）〕
S・A席共通 1，000円

5月19日（土）
メセナメイト先行発売 午前10時～
一般発売 午後1時～

高山市民文化会館    　　
飛騨市文化交流センター
チケットWeb松竹

チケット料金（税込） 全席指定

プレイガイド

チケット発売

水

◇入場無料◇要整理券（文化会館にて配布中）◇全席自由

松竹大歌舞伎プレセミナー開催

午後7時開演5 8 高山市民文化会館 小ホール
火

葛西聖司（古典芸能解説者）解説

©松竹

※未就学児入場不可

※未就学児
　入場不可

聖徳太子祠堂



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

第
六
十
八
回 

全
日
写
連
飛
騨
支
部
　
写
真
展

◇
日
時
　
五
月
十
一
日
（
金
）
～

　
十
三
日
（
日
）　
午
前
九
時
～

　
午
後
六
時
（
最
終
日
午
後
四
時

　
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

一
滴
会
書
展

◇
日
時
　
五
月
十
九
日
（
土
）・

　
二
十
日
（
日
）　
午
前
九
時
～

　
午
後
六
時
（
最
終
日
午
後
四
時

　
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

６月2日（土）・3日（日）
午前９時３０分～午後5時

語
テーマ 高山市民文化会館

芸能と
　文化展

入場無料

高山文化フォーラム2018

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

長唄「義経の語らい」
長唄 羽根の禿
長唄「手習子」
月と竹（尺八三重奏）
清元「玉兎」
感動のドラマチック歌謡舞踊
京の夜
長唄 寒行雪の姿見（まかしょ）
四季姿絵
観世流能楽 連吟「忠度」
新曲長唄「静」・大和楽「江戸のまつり」
義太夫 万歳
みずうみの詩
宮川柳座敷賑（みやがわやなぎざしきのにぎわい）

長唄 柏豊会
西川流 潤歳の会
花柳流 美玲の会
鈴慕会 岐阜支部(高山)
若柳臣流 若華会
鳳扇会
生田流筝曲 雲雀会
西川流 末広会
西川流 鯉之祐會
翔山会
西川流 花清会
高山日本舞踊協会
飛騨邦楽愛好会
日本舞踊 菁風会

飛騨俳句会　　
歌人クラブ高山　

文芸展

華道家元池坊　斐太支部 　　
誠光未生流 飛騨支部　
飛騨嵯峨御流会　　　　
華道 小原流　　　　　　
（一社）日本盆栽協会  飛騨支部
高山飾物同好会　　　　

3階講堂

生活文化展

花日和　　　　
4階大会議室

飛友会カメキチ　　
全日本写真連盟飛騨支部

2階展示室

ひだ木版同好会　　　　　　　
3階美術工芸室

カービングサロンはなみずき

3階ロビー

かな研究会　　　　　　　
飛騨書道連盟　　　　　

4階大会議室

（俳句）
（短歌）

（華道）
（華道）
（華道）
　（華道）

（盆栽）
（民芸）

（フラワーアレンジメント）

岩畠玲子和装学院　　　
3階-4

（和装）

（写真）
（写真）

（版画）

（カービング）

（書道）
（書道）

美術展

「高山文化フォーラム」とは
みなさんの文化活動の様子を、広く市民の皆様に知っていただく催しです。
今年も多くの団体に発表していただきますので、お楽しみください。今年の
テーマは、平成30年歌会始のお題「語」です。

文
化
展

芸
能

6月2日（土）午後6時開演（小ホール）

6月2日（土）・3日（日）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

盆踊り曲メドレー
高山小唄・こだいじん（陣屋踊）・郡上節（川崎）
雪山（せつざん）
「心の瞳」「明日があるさ」
遠砧
「語」
小糸坂物語
南国土佐を後にして・大漁ソーラン・早鞆ノ瀬戸
「宝島」「いつでも夢を」
『Snow White』（しらゆきひめ）より

NHK「歴史秘話ヒストリア」より～ストーリア～・あの素晴らしい愛をもう一度
森の水車・「海賊」より幻想の場

坪内流
高山音頭会
高山陣屋太鼓保存会
Music Book
生田流箏曲 瀬音会
現代津軽三味線徳山流藤泉会
(公益)(社)日本吟道学院暁友会 飛騨本部
豊飛会
COCON WINDS
Mdeux・BalletStudio
盛一明子フルート教室
今井クラシックバレエスクール　
高山シティバレエ

6月3日（日）午後1時開演（大ホール）

2階-5

ワンコイン
シネマの
ご案内 高山市民文化会館小ホール

高山市文化芸術鑑賞事業

全席自由 500円（年度共通券）チケット10枚（5,000円）購入で
+1枚の［テンコイン割］あり

①午前10時～②午後2時～
（開場は各回30分前）

主演：オードリー・ヘップバーン英語音声・日本語字幕

5
平成30年16 水

ティファニーで朝食を

高山市民文化会館にて好評販売中


